
(57)【要約】

【課題】安価な装置でワークの検査を迅速に、かつ精度

良く行うことができるワークの検査方法及び検査装置を

提供する。

【解決手段】欠陥検査装置１は、ワークＷの表面画像を

取得するカメラ３を備えている。カメラ３は、ワークＷ

表面に形成された回路等の被検査部Ｗ３と、ワークＷの

位置調整用のアライメントマークＷ１，Ｗ２とが形成さ

れている。カメラ３は、被検査部Ｗ３の画像を取得する

際に、アライメントマークＷ１，Ｗ２の画像も取得する

。装置本体４は、アライメントマークＷ１，Ｗ２の画像

データからワークＷの位置ずれを検出し、欠陥の発見さ

れた位置のデータに対して必要な補正を加える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撮 像 手 段 で ワ ー ク の 画 像 を 取 得 し 、 ワ ー ク 表 面 に 形 成 さ れ た 被 検 査 部 の 検 査 を 行 う に あ
た り 、
　 前 記 被 検 査 部 の 画 像 を 取 得 し つ つ 、 同 じ 前 記 撮 像 手 段 で 少 な く と も 一 点 の ア ラ イ メ ン ト
用 の マ ー ク を 撮 像 す る 工 程 と 、
　 前 記 マ ー ク の 設 計 値 か ら の ず れ 量 を 算 出 し 、 こ の ず れ 量 か ら 前 記 ワ ー ク の 位 置 の ず れ を
補 正 す る 補 正 量 を 算 出 す る 工 程 と 、
　 前 記 被 検 査 部 の 画 像 の 取 得 が 終 了 し た 後 に 、 前 記 被 検 査 部 の 検 査 結 果 を 出 力 す る 工 程 と
、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ワ ー ク の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 被 検 査 部 の 画 像 の 取 得 に 先 立 っ て 、 前 記 マ ー ク の 設 計 情 報 を 取 得 す る 工 程 を 備 え る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ワ ー ク の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ワ ー ク の 画 像 を 取 得 し 、 ワ ー ク 表 面 に 形 成 さ れ た 被 検 査 部 の 検 査 を 行 う に あ た り 、
　 前 記 ワ ー ク に 形 成 さ れ た ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク を 撮 像 し つ つ 、 前 記 被 検 査 部 の 画 像 を
取 得 す る 撮 像 手 段 と 、
　 前 記 マ ー ク の 位 置 か ら 前 記 ワ ー ク の 位 置 ず れ を 補 正 す る 補 正 量 を 算 出 す る 計 算 手 段 と 、
　 前 記 被 検 査 部 の 検 査 結 果 を 出 力 す る デ ー タ 出 力 手 段 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ワ ー ク 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 被 検 査 部 を 前 記 撮 像 手 段 で 撮 像 す る と き の 撮 像 条 件 に 対 し て 、 前 記 マ ー ク を 撮 像 す
る と き の 撮 像 条 件 の 変 化 さ せ る 撮 像 条 件 設 定 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記
載 の ワ ー ク の 検 査 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 撮 像 手 段 は 、 撮 像 素 子 を ラ イ ン 状 に 配 列 し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の ワ ー ク の 検 査 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ワ ー ク 表 面 の 被 検 査 部 の 検 査 を 行 う ワ ー ク の 検 査 方 法 及 び ワ ー ク の 検 査 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 パ ネ ル な ど の ワ ー ク を 製 造 す る 際 に は 、 ワ ー ク 表 面 の 欠 陥 検 査 を 行 う 必 要 が あ る 。
こ の 際 に 、 ワ ー ク の 位 置 が ず れ て い る と 正 し い 検 査 が で き な い の で 、 ワ ー ク に 予 め ア ラ イ
メ ン ト マ ー ク を 作 製 し て お き 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク に 基 づ い て ワ ー ク の 位 置 を 調 整 し た 後
に 、 検 査 を 行 う こ と が 知 ら れ て い る 。
　 ワ ー ク の 位 置 を 調 整 す る に あ た っ て は 、 半 導 体 製 造 ラ イ ン で 使 用 さ れ る 方 法 で あ っ て 、
ス テ ッ パ 用 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク と 、 検 査 ・ 加 工 用 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク と を 有 し 、 こ れ ら ア
ラ イ メ ン ト マ ー ク を 配 線 層 に 形 成 す る こ と で 加 工 時 の 位 置 ず れ を 低 減 す る も の が あ る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 ま た 、 基 板 の 基 準 辺 の 所 定 距 離 離 間 し た 二 点 の エ ッ ジ を そ れ ぞ
れ 三 組 検 出 し 、 こ れ ら 三 組 の デ ー タ か ら 得 ら れ る 傾 き 角 の 中 間 値 を 最 確 値 と し て 選 択 す る
も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 そ し て 、 検 査 装 置 の 操 作 画 面 の 改 良 を 目 的 と し
、 検 査 後 の 結 果 を マ ー ジ し た り 、 各 ダ イ 等 の 重 ね 合 わ せ の 結 果 か ら 検 査 か ら 検 査 不 能 エ リ
ア を 、 画 面 の グ ラ フ ィ ッ ク を 利 用 し て 指 定 し た り し て 、 新 た な 検 査 エ リ ア を 作 成 、 変 更 す
る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ３ ２ ６ ８ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ４ ８ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ２ ９ ４ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 検 査 方 法 で は 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク で 補 正 し た 後 に 、 実 際 の 検 査
を 開 始 す る の で 、 検 査 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き な か っ た 。 例 え ば 、 検 査 に 先 立
っ て ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を 撮 影 す る た め に カ メ ラ を 移 動 さ せ る 間 の 時 間 が 余 計 に 必 要 に な
る 。
　 ま た 、 検 査 時 間 を 短 縮 す る た め に 、 検 査 用 と は 別 に 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を 撮 影 す る 専
用 の カ メ ラ を 用 意 す る 方 法 も あ る が 、 こ の 場 合 に は 検 査 装 置 が 高 価 に な る と い う 問 題 が あ
る 。
　 さ ら に 、 従 来 の 検 査 方 法 で は 、 い ず れ か の 場 合 で あ っ て も 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク が そ の
カ メ ラ で 撮 像 し 難 い も の で あ っ た り 、 そ も そ も ア ラ イ メ ン ト マ ー ク が 正 確 に 作 製 さ れ て い
な か っ た り し た 場 合 に は 、 ア ラ イ メ ン ト 補 正 を 行 う こ と が で き な か っ た 。
　 こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、
安 価 な 装 置 で ワ ー ク の 検 査 を 迅 速 に 、 か つ 精 度 良 く 行 え る よ う に す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 撮 像 手 段 で ワ ー ク の 画 像 を 取 得
し 、 ワ ー ク 表 面 に 形 成 さ れ た 被 検 査 部 の 検 査 を 行 う に あ た り 、 前 記 被 検 査 部 の 画 像 を 取 得
し つ つ 、 同 じ 前 記 撮 像 手 段 で 少 な く と も 一 点 の ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク を 撮 像 す る 工 程 と
、 前 記 マ ー ク の 設 計 値 か ら の ず れ 量 を 算 出 し 、 こ の ず れ 量 か ら 前 記 ワ ー ク の 位 置 の ず れ を
補 正 す る 補 正 量 を 算 出 す る 工 程 と 、 前 記 被 検 査 部 の 画 像 の 取 得 が 終 了 し た 後 に 、 前 記 被 検
査 部 の 検 査 結 果 を 出 力 す る 工 程 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ワ ー ク の 検 査 方 法 と し た 。
　 こ の ワ ー ク の 検 査 方 法 で は 、 １ つ の 撮 像 手 段 で ワ ー ク 表 面 に 形 成 さ れ た 被 検 査 部 の 画 像
を 取 得 し て 検 査 を 行 い つ つ 、 ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク の 画 像 を 取 得 す る 。 そ し て 、 ア ラ イ
メ ン ト 用 の マ ー ク の 位 置 か ら ワ ー ク の 位 置 ず れ 量 を 算 出 し 、 こ れ を 補 正 す る 補 正 量 を 求 め
る 。 こ の 補 正 量 は 、 検 査 結 果 の 位 置 補 正 に 使 用 さ れ る 。 検 査 結 果 は 、 補 正 量 で 補 正 視 し た
後 に 出 力 し て も 良 い が 、 補 正 を し な い 状 態 の 検 査 結 果 と 、 補 正 量 と を １ 組 の 情 報 と し て 出
力 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ワ ー ク の 検 査 方 法 に お い て 、 前 記 被 検 査 部 の
画 像 の 取 得 に 先 立 っ て 、 前 記 マ ー ク の 設 計 情 報 を 取 得 す る 工 程 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
。
　 こ の ワ ー ク の 検 査 方 法 で は 、 ワ ー ク の 画 像 を 取 得 す る 前 に 、 ワ ー ク の 設 計 情 報 を 取 得 す
る 。 こ の 設 計 情 報 は 、 本 来 の ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク の 位 置 や 、 被 検 査 部 の 位 置 を 示 す も
の で 、 ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク の 位 置 ず れ 量 を 算 出 す る 際 に 用 い ら れ る 。 ま た 、 検 査 結 果
の 補 正 を 行 う 際 の 基 準 と し て も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 ワ ー ク の 画 像 情 報 を 取 得 し 、 ワ ー ク 表 面 に 形 成 さ れ た 被 検 査 部
の 検 査 を 行 う に あ た り 、 前 記 ワ ー ク に 形 成 さ れ た ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク を 撮 像 し つ つ 、
前 記 被 検 査 部 の 画 像 を 取 得 す る 撮 像 手 段 と 、 前 記 マ ー ク の 位 置 か ら 前 記 ワ ー ク の 位 置 ず れ
を 補 正 す る 補 正 量 を 算 出 す る 計 算 手 段 と 、 前 記 被 検 査 部 の 検 査 結 果 を 出 力 す る デ ー タ 出 力
手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ワ ー ク 検 査 装 置 と し た 。
　 こ の ワ ー ク 検 査 装 置 で は 、 被 検 査 部 の 画 像 を 取 得 す る 際 に 、 ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク の
画 像 も 所 得 す る 。 ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク の 画 像 か ら は 、 ワ ー ク の 位 置 ず れ 量 を 算 出 す る
こ と が で き る の で 、 こ の 位 置 ず れ 量 か ら 、 ワ ー ク 上 の 正 し い 位 置 を 得 る た め の 補 正 量 が 算
出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2008-14700 A 2008.1.24



　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ワ ー ク の 検 査 装 置 に お い て 、 前 記 被 検 査 部 を
前 記 撮 像 手 段 で 撮 像 す る と き の 撮 像 条 件 に 対 し て 、 前 記 マ ー ク を 撮 像 す る と き の 撮 像 条 件
の 変 化 さ せ る 撮 像 条 件 設 定 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の ワ ー ク 検 査 装 置 で は 、 １ 台 の 撮 像 手 段 で 被 検 査 部 と 、 ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク と を
撮 像 す る 際 に 、 ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク の 撮 影 時 に そ の マ ー ク に 適 し た 撮 像 条 件 を 設 定 す
る こ と が で き る 。 こ の た め 、 ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク の 情 報 を 確 実 に 取 得 で き る よ う に な
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ３ 又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の ワ ー ク の 検 査 装 置 に お い て 、 前
記 撮 像 手 段 は 、 撮 像 素 子 を ラ イ ン 状 に 配 列 し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の ワ ー ク 検 査 装 置 で は 、 撮 像 素 子 が ラ イ ン 状 に 配 列 さ れ て お り 、 被 検 査 部 及 び ア ラ イ
メ ン ト 用 の マ ー ク の 画 像 を 取 得 す る と き に は 、 撮 像 手 段 を 走 査 さ せ る 。 走 査 の 過 程 に お い
て 、 ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク の 情 報 を 取 得 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 被 検 査 部 の 画 像 を 取 得 し つ つ 、 ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク の 画 像 も 取 得
す る よ う に し 、 こ の ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク の 情 報 か ら ワ ー ク の 位 置 ず れ の 補 正 量 を 算 出
す る よ う に し た の で 、 迅 速 に ワ ー ク の 検 査 を 行 う こ と が で き 、 作 業 効 率 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。 ま た 、 ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク を 撮 影 す る た め に 別 途 の 撮 像 手 段 を 設 け る 必 要
が な い の で 、 装 置 コ ス ト が 低 減 で き る 。 こ う し て 得 ら れ る 補 正 量 と 検 査 結 果 と は 、 他 の 工
程 の 検 査 装 置 な ど に 利 用 す る こ と が で き る の で 、 他 の 工 程 の 検 査 装 置 に お け る ワ ー ク の 検
査 の 効 率 化 が 図 れ ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ に 本 発 明 を 欠 陥 検 査 装 置 に 適 用 し た 場 合 の シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す 。
　 ワ ー ク 検 査 装 置 で あ る 欠 陥 検 査 装 置 １ は 、 ワ ー ク Ｗ を 載 置 す る ス テ ー ジ ２ と 、 ス テ ー ジ
２ 上 方 に 設 け ら れ た 撮 像 手 段 で あ る カ メ ラ （ 検 査 ヘ ッ ド ） ３ と 、 ス テ ー ジ ２ 及 び カ メ ラ ３
に 接 続 さ れ た 装 置 本 体 ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 ス テ ー ジ ２ は 、 ワ ー ク Ｗ を 位 置 決 め し て 保 持 す る 吸 着 手 段 等 を 有 し て い る 。 こ の ス テ ー
ジ ２ に は 、 ワ ー ク Ｗ を 横 方 向 （ 以 下 、 Ｘ 方 向 と す る ） 、 及 び 縦 方 向 （ 以 下 、 Ｙ 方 向 と す る
） 、 並 び に 面 内 回 転 方 向 （ 以 下 、 θ 方 向 ） に 移 動 可 能 な 移 動 機 構 を 設 け て も 良 い 。
　 カ メ ラ ３ は 、 例 え ば 、 撮 像 素 子 を ２ 次 元 配 置 す る な ど し て 、 ワ ー ク Ｗ の 表 面 を 一 度 に 撮
像 可 能 な エ リ ア カ メ ラ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 装 置 本 体 ４ は 、 コ ン ピ ュ ー タ 装 置 に 欠 陥 検 査 用 の プ ロ グ ラ ム を イ ン ス ト ー ル す る こ と に
よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 カ メ ラ ３ の 制 御 を 行 う カ メ ラ 制 御 部 １ １ と 、 ス テ ー ジ ２ の 制 御 を
行 う ス テ ー ジ 制 御 部 １ ２ と 、 デ ー タ の 記 憶 が 可 能 な 記 憶 部 １ ３ と 、 モ ニ タ 等 の 表 示 部 １ ４
と 、 デ ー タ 入 力 を 行 う た め の 入 力 手 段 １ ５ と 、 外 部 か ら の デ ー タ を 取 り 込 む デ ー タ 入 出 力
部 １ ６ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 演 算 ユ ニ ッ ト ） を 含 む 制 御 部 １ ７ と 、 を 備 え て い る 。
　 制 御 部 １ ７ は 、 カ メ ラ ３ に 撮 像 ト リ ガ を か け る 撮 像 制 御 部 ２ １ と 、 ワ ー ク Ｗ に 設 け ら れ
た ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ を 識 別 す る マ ー ク 認 識 部 ２ ２ と 、 後 述 す る 補 正 量 の 計 算
を 行 う 補 正 量 計 算 部 ２ ３ と に 機 能 分 割 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 に お け る ワ ー ク Ｗ に つ い て 説 明 す る 。
　 ワ ー ク Ｗ は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ ィ （ Ｆ Ｐ Ｄ ） 用 の ガ ラ ス 基 板 で 、 そ の 表 面 に は
、 被 検 査 部 Ｗ ３ で あ る 電 極 な ど が パ タ ー ン ニ ン グ さ れ る 。 さ ら に 、 基 板 上 の パ タ ー ン の 検
査 を 行 う 際 に 、 基 板 位 置 を 調 整 す る マ ー ク と し て 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ が 作 製
さ れ て い る 。 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ は 、 十 字 形 状 を 有 し 、 ワ ー ク Ｗ の 対 角 線 上 に
、 パ タ ー ン を 挟 む よ う に ２ つ 配 置 さ れ て い る 。 被 検 査 部 Ｗ ３ は 、 電 極 の 他 に も 、 配 線 、 フ
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ィ ル タ 、 そ の 他 の 回 路 な ど 、 基 板 上 の 予 め 決 め ら れ た 位 置 に 、 所 定 の 形 状 で 作 製 さ れ る も
の で あ る 。 な お 、 一 枚 の ワ ー ク Ｗ か ら 複 数 の Ｆ Ｐ Ｄ が 製 造 さ れ る よ う な 多 面 取 り の 基 板 で
あ る 場 合 に は 、 一 つ の Ｆ Ｐ Ｄ に 相 当 す る セ ル の そ れ ぞ れ の 対 角 線 上 に ア ラ イ メ ン ト マ ー ク
を 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 こ の 欠 陥 検 査 装 置 １ で 行 わ れ る 検 査 の 概 略 に つ い て 、 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示
す 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 最 初 に 、 欠 陥 検 査 装 置 １ は 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 設 計
デ ー タ を 読 み 込 む （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 。 設 計 デ ー タ は 、 記 憶 部 １ ３ に 予 め 記 憶 さ せ て お い
た り 、 デ ー タ 入 出 力 部 １ ６ か ら ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て サ ー バ な ど の 上 位 か ら フ ァ イ ル と し
て 受 け 取 っ た り 、 等 す る こ と で 読 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 後 、 露 光 工 程 や 、 成 膜 工 程 な ど を 終 了 し た ワ ー ク Ｗ が 不 図 示 の 搬 送 径 路 を 通 っ て ス
テ ー ジ ２ 上 に 搬 送 さ れ る と 、 ス テ ー ジ 制 御 部 １ ２ が 、 ワ ー ク Ｗ を 吸 着 保 持 等 さ せ 、 ワ ー ク
Ｗ の セ ッ テ ィ ン グ を 行 わ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 。 次 に 、 カ メ ラ 制 御 部 １ １ が カ メ ラ ３ を
稼 動 さ せ 、 撮 像 制 御 部 ２ １ で 設 定 さ れ た 撮 像 条 件 で ワ ー ク 表 面 を 撮 像 し 、 そ の 画 像 デ ー タ
を 実 画 像 デ ー タ と し て 装 置 本 体 ４ に 取 り 込 み 、 パ タ ー ン マ ッ チ ン グ 法 な ど を 利 用 し て 被 検
査 部 Ｗ ３ の 欠 陥 の 有 無 を 調 べ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ） 。 こ の 取 得 さ れ る 実 画 像 デ ー タ に は 、
被 検 査 部 Ｗ ３ の 画 像 の 他 に 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 画 像 が 含 ま れ る 。 な お 、 カ
メ ラ ３ に お い て 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ と 、 被 検 査 部 Ｗ ３ と の 見 え 方 に 違 い あ る
場 合 に は 、 撮 像 制 御 部 ２ １ （ 図 １ 参 照 ） が 被 検 査 部 Ｗ ３ の 画 像 を 取 得 す る と き と 、 ア ラ イ
メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 画 像 を 主 に 取 得 す る と き と で 、 撮 像 条 件 を 変 化 さ せ る 。 例 え ば
、 撮 像 す る 明 る さ を 変 え る 場 合 に は 、 照 明 （ 不 図 示 ） の 印 加 電 圧 を 変 え た り 、 カ メ ラ ３ の
ゲ イ ン を 制 御 し た り す る 。
　 実 画 像 デ ー タ し 、 欠 陥 の 有 無 を 検 査 し た ら 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 位 置 に 基
づ い て 検 査 結 果 を 補 正 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ） 、 補 正 後 の 検 査 結 果 を 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
２ ５ ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お け る 検 査 結 果 の 補 正 処 理 の 詳 細 に つ い て 、 図 ３ の フ ロ ー チ
ャ ー ト を 主 に 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 ま ず 、 マ ー ク 認 識 部 ２ ２ は 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ の 実 画 像 デ ー タ の 認 識 （ ス テ ッ プ
Ｓ ３ １ ） と 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ ２ の 実 画 像 デ ー タ の 認 識 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ） と を そ れ
ぞ れ 行 う 。 実 画 像 デ ー タ を 認 識 す る 方 法 と し て は 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 実 画
像 と 、 登 録 さ れ て い る ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 設 計 デ ー タ の 画 像 と の パ タ ー ン マ
ッ チ ン グ を し 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 中 心 位 置 に 相 当 す る 座 標 を 取 得 す る こ と
が あ げ ら れ る 。 ま た 、 パ タ ー ン マ ッ チ ン グ 以 外 の 方 法 と し て は 、 単 純 に エ ッ ジ 抽 出 処 理 を
使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 実 画 像 デ ー タ に 基 づ く 認 識 を 行 っ て も 、 そ の 認 識 に 失 敗 す る こ と が あ る が 、 こ
の よ う な 場 合 に は 、 実 画 像 デ ー タ の 認 識 を リ ト ラ イ し て も 良 い （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ で Ｙ ｅ ｓ
、 又 は ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ で Ｙ ｅ ｓ ） 。 リ ト ラ イ の 回 数 は 、 欠 陥 検 査 装 置 １ の 入 力 手 段 １ ５ 等
に よ っ て 予 め 設 定 す る こ と が で き る 。 リ ト ラ イ を 行 っ て も 実 画 像 デ ー タ を 認 識 で き な か っ
た と き に は 、 次 の 処 理 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ） に 進 む 。
　 な お 、 実 画 像 デ ー タ の 認 識 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ， ３ ２ ） と 、 リ ト ラ イ の 判 断 （ ス テ ッ プ Ｓ
３ ３ ， Ｓ ３ ４ ） は 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ ご と に 並 列 し て 処 理 を 行 う こ と が 可 能
で あ る 。 ま た 、 こ れ に 加 え て 、 設 計 デ ー タ の 読 み 込 み （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） を ア ラ イ
メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ ご と に 並 列 し て 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ で は 、 欠 陥 検 査 装 置 １ の 制 御 部 １ ７ が 、 ワ ー ク Ｗ の ア ラ イ メ ン ト 調 整 の
可 否 を 判 断 す る 。 具 体 的 に は 、 実 画 像 デ ー タ の 認 識 に 成 功 し た デ ー タ 数 を Ｎ と す る と 、 「

10

20

30

40

50

(5) JP 2008-14700 A 2008.1.24



Ｎ ＝ ０ 」 つ ま り ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ を 一 つ も 認 識 で き な か っ た 場 合 に は 、 ワ ー
ク Ｗ の ア ラ イ メ ン ト 調 整 は 行 わ ず に 、 こ こ で の 処 理 を 終 了 す る 。
　 ま た 、 「 Ｎ ＝ １ 」 の と き は 、 一 方 の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の み が 認 識 で き た と
き で あ る の で 、 こ の 場 合 に は 、 ア ラ イ メ ン ト 調 整 の 可 否 を 選 択 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ ） 。
ア ラ イ メ ン ト 調 整 を 行 わ な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ で Ｎ ｏ ） に は 、 こ こ で の 処 理 を 終 了 す
る 。 ア ラ イ メ ン ト 調 整 を 行 う 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ に 進 み 、 補 正 量 計 算 部 ２ ３ （ 図 １
参 照 ） が 後 述 す る ２ 点 の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ に 基 づ く ア ラ イ メ ン ト 調 整 用 の ア
ル ゴ リ ズ ム を 用 い て 補 正 量 を 計 算 す る 。 こ の 際 に 、 認 識 に 失 敗 し た ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ
１ ， Ｗ ２ の 位 置 の ず れ 量 は 、 ゼ ロ と み な し て 計 算 を 行 う 。 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ の ア ラ イ
メ ン ト 調 整 の 可 否 は 、 そ の 都 度 、 作 業 者 が 選 択 す る よ う に し て も 良 い し 、 予 め ど ち ら か に
設 定 し て お い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ に お い て 、 「 Ｎ ＝ ２ 」 の 場 合 に は 、 全 て の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク
Ｗ １ ， Ｗ ２ の 認 識 に 成 功 し て い る の で 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ に お い て 補 正 量 計 算 部 ２ ３ が 補 正
量 の 計 算 を 行 う 。 補 正 量 の 計 算 方 法 の 一 例 に つ い て 図 ４ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ４ に
示 す よ う に 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ の 設 計 デ ー タ に お け る 中 心 座 標 を Ｃ １ （ ａ １ ， ｂ １
） と し 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ ２ の 設 計 デ ー タ に お け る 中 心 座 標 を Ｃ ２ （ ａ ２ ， ｂ ２ ） と
す る 。
　 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ の 実 画 像 か ら 認 識 し た 中 心 座 標 の 実 測 値 が Ｄ １ （ Ｘ １ ， Ｙ １ ）
で あ り 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ ２ の 中 心 座 標 の 実 測 値 が Ｄ ２ （ Ｘ ２ ， Ｙ ２ ） で あ る 場 合 に
は 、 ワ ー ク Ｗ の Ｘ 方 向 伸 び 率 α は 、 α ＝ （ Ｘ ２ － Ｘ １ ） ／ （ ａ ２ － ａ １ ） と な る 。 同 様 に
、 Ｙ 方 向 伸 び 率 β は 、 β ＝ （ Ｙ ２ － Ｙ １ ） ／ （ ｂ ２ － ｂ １ ） と な る 。 ま た 、 ア ラ イ メ ン ト
マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の Ｘ 方 向 の ず れ 量 Δ Ｘ は 、 Δ Ｘ ＝ Ｘ １ － ａ １ と な り 、 Ｙ 方 向 の ず れ 量 Δ
Ｙ は 、 Δ Ｙ ＝ Ｙ １ － ｂ １ と な る 。 こ れ ら 、 伸 び 率 α ， β 及 び 、 ず れ 量 Δ Ｘ ， Δ Ｙ は 、 そ れ
ぞ れ ワ ー ク Ｗ の 伸 び 率 及 び 、 ず れ 量 と み な す こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 ワ ー ク Ｗ の 傾 き 角 度 と し て 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 傾 き 角 度 θ を 算
出 す る 。 角 度 θ の 算 出 に あ た っ て は 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ 間 の 設 計 値 の 傾 き 角
度 θ １ と 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ 間 の 実 際 の 傾 き 角 度 θ ２ と を 算 出 す る 必 要 が あ
る 。 こ こ で 、 角 度 θ １ は 、 ｔ ａ ｎ θ １ ＝ （ ａ ２ － ａ １ ） ／ （ ｂ ２ － ｂ １ ） か ら 求 め る こ と
が で き る 。 角 度 θ ２ は 、 ｔ ａ ｎ θ ２ ＝ （ Ｘ ２ － Ｘ １ ） ／ （ Ｙ ２ － Ｙ １ ） か ら 求 め ら れ る 。
そ し て 、 角 度 θ は 、 θ ＝ θ １ － θ ２ か ら 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 位 置 情 報 か ら 算 出 し た 補 正 量 に 基 づ い て 、 実 際
の 被 検 査 部 Ｗ ３ の 位 置 の 座 標 を 算 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ ） 。 例 え ば 、 設 計 上 で 任 意 の 点
Ｄ （ ａ ３ ， ｂ ３ ） の 実 際 の 座 標 を 算 出 す る 場 合 の 一 例 を 説 明 す る 。
　 ま ず 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ を 中 心 に 、 Ｄ （ ａ ３ ， ｂ ３ ） を － θ だ け 回 転 し た
点 （ ａ ３ ´ 、 ｂ ３ ´ ） を 求 め る 。
　 こ の 際 に 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ に 対 す る Ｄ （ ａ ３ ， ｂ ３ ） の 傾 き 角 度 θ ３ は
、 ｔ ａ ｎ θ ３ ＝ （ ａ ３ － ａ １ ） ／ （ ｂ ３ － ｂ １ ） か ら 求 め ら れ る の で 、 （ ａ ３ ´ 、 ｂ ３ ´
） の 傾 き 角 度 θ ３ ´ は 、 θ ３ ´ ＝ θ ３ － θ と し て 算 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 ａ ３ ´ は 、 ａ
３ ´ ＝ （ （ ａ ３ － ａ １ ） ２ ＋ （ ｂ ３ － ｂ １ ） ２ ） １ ／ ２ × ｃ ｏ ｓ θ ３ ´ か ら 算 出 さ れ る 。
同 様 に 、 ｂ ３ ´ は 、 ｂ ３ ´ ＝ （ （ ａ ３ － ｂ １ ） ２ ＋ （ ｂ ３ － ｂ １ ） ２ ） １ ／ ２ × ｓ ｉ ｎ θ
３ ´ か ら 算 出 さ れ る 。
　 さ ら に 、 こ れ ら に ワ ー ク Ｗ の ず れ 量 Δ Ｘ ， Δ Ｙ を 加 え る と 、 ａ ３ ´ ´ ＝ ａ ３ ´ ＋ Δ Ｘ と
、 ｂ ３ ´ ´ ＝ ｂ ３ ´ ＋ Δ Ｙ と が 得 ら れ る の で 、 ワ ー ク Ｗ の 伸 び 率 α ， β を 加 味 す る と 、 求
め る 座 標 Ｆ （ Ｘ ３ ， Ｙ ３ ） が 得 ら れ る 。 す な わ ち 、 Ｘ ３ ＝ α × ａ ３ ´ ´ ＝ α （ ａ ３ ´ ＋ Δ
Ｘ ） 、 Ｙ ＝ β × ｂ ３ ´ ´ ＝ β （ ｂ ３ ´ ＋ Δ Ｙ ） と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 こ の よ う に し て 算 出 し た 被 検 査 部 Ｗ ３ の 座 標 は 、 欠 陥 検 査 装 置 １ の デ ー タ 入 出 力
部 １ ６ か ら 出 力 さ れ （ 図 ２ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ） 、 後 の 工 程 で 使 用 さ れ る 。 例 え ば 、 欠 陥 検
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査 装 置 １ で 欠 陥 の あ る 被 検 査 部 Ｗ ３ が み つ か っ た 場 合 に は 、 そ の 部 分 の 座 標 が 後 の 工 程 の
他 の 検 査 装 置 に 受 け 渡 さ れ る 。 そ し て 、 ワ ー ク Ｗ に 対 し て さ ら に 加 工 等 を し た 後 に 表 面 検
査 を 行 う 場 合 に 、 欠 陥 検 査 装 置 １ で 判 明 し た 欠 陥 位 置 が 予 め 判 明 し て い る の で 、 他 の 検 査
装 置 で も 欠 陥 位 置 を 速 や か に 特 定 し 、 評 価 に 役 立 て る こ と が で き る 。 な お 、 欠 陥 検 査 装 置
１ か ら 出 力 さ れ る デ ー タ は 、 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て も 良 い し 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 直 接
に 他 の 検 査 装 置 に 送 信 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 カ メ ラ ３ で ワ ー ク Ｗ の 被 検 査 部 Ｗ ３ の 画 像 デ ー タ を 取 得 す る
と 同 時 に 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 画 像 デ ー タ を 取 得 し 、 予 め 用 意 し て お い た 設
計 デ ー タ と の マ ッ チ ン グ に よ り ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ を 認 識 し 、 か つ そ の 座 標 を
取 得 し 、 こ の 座 標 を 用 い て 被 検 査 部 Ｗ ３ の 座 標 を 補 正 す る よ う に し た の で 、 従 来 の よ う に
、 被 検 査 部 Ｗ ３ の 検 査 を 行 う 前 に ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 画 像 を 単 独 で 取 得 し て
補 正 量 を 算 出 し て か ら 検 査 を 行 う 場 合 に 比 べ て 、 検 査 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。 ま た
、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク 専 用 の カ メ ラ ３ を 別 途 設 け る 必 要 が な い の で 、 装 置 コ ス ト も 低 減 さ
せ る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 一 部 の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 中 心 座 標 を 正 確 に 取 得 で き な か っ た 場
合 に は 、 残 り の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 実 測 値 に 基 づ い て 補 正 量 を 算 出 す る よ う
に し た の で 、 こ の よ う な 場 合 で あ っ て も 、 被 検 査 部 Ｗ ３ の 位 置 補 正 を 行 う こ と が で き る よ
う に な る 。 こ こ に お い て 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ が 十 字 形 状 を 有 す る 場 合 に 、 そ
の 直 交 す る 各 片 の 設 計 デ ー タ に 対 す る 傾 き 角 度 θ を 算 出 し 、 こ の 角 度 を ワ ー ク Ｗ の 傾 斜 角
度 と し て も 良 い 。
　 そ し て 、 被 検 査 部 Ｗ ３ と ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 見 え 方 に 違 い が あ る 場 合 に 、
撮 像 条 件 を 変 化 さ せ る よ う に し た の で 、 一 台 の カ メ ラ ３ で ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２
を 確 実 に 撮 像 す る こ と が で き る 。 こ こ に お い て 、 最 初 の 撮 像 は 、 同 じ 条 件 で 行 い 、 ア ラ イ
メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 認 識 に 失 敗 し て リ ト ラ イ す る と き に 撮 像 条 件 を ア ラ イ メ ン ト マ
ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ に 合 わ せ て 設 定 し 直 す よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 前 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 カ メ ラ ３ は 、 エ リ ア カ メ ラ と し た が 、 ラ イ ン セ ン サ カ メ
ラ を 用 い て も 良 い 。 こ の 場 合 に は 、 カ メ ラ ３ は 、 ワ ー ク Ｗ 上 を 走 査 す る よ う な 機 構 に 保 持
さ れ 、 カ メ ラ ３ の 走 査 は 、 装 置 本 体 ４ の 制 御 部 １ ７ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 ア ラ イ メ ン ト マ
ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ は 、 カ メ ラ ３ を 走 査 し て 被 検 査 部 Ｗ ３ の 画 像 を 取 り 込 む 際 に 、 一 緒 に 取 り
込 む 。 そ の 後 に 行 わ れ る 認 識 処 理 や 補 正 量 の 算 出 処 理 は 、 前 記 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 装 置 本 体 ４ は 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 補 正 計 算 か ら 算 出 し た ワ ー ク Ｗ
の 伸 び 率 α ， β と 、 傾 き 角 度 θ と 算 出 す る が 、 欠 陥 位 置 の 座 標 の 実 測 値 を 補 正 せ ず に 、 伸
び 率 α 等 の 補 正 量 と 、 欠 陥 位 置 の 実 測 値 と を 出 力 す る よ う に し て も 良 い 。 欠 陥 検 査 装 置 １
で 欠 陥 の 実 際 の 位 置 を 確 認 す る 必 要 が な い 場 合 に は 、 処 理 速 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。 ま た 、 他 の 検 査 装 置 等 は 、 欠 陥 検 査 装 置 １ か ら 入 手 し た デ ー タ に 基 づ い て 欠 陥 位 置 の 補
正 を 行 い 、 欠 陥 位 置 を 特 定 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク は 、 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ に 限 定 さ れ ず に 、 十
字 形 以 外 の 形 状 で あ っ て も 良 い し 、 十 字 形 状 と 他 の 形 状 や 文 字 な ど を 組 み 合 わ せ た も の で
も 良 い 。 ま た 、 複 数 の ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ は 、 被 検 査 部 Ｗ ３ を 挟 む よ う に 配 置
さ れ て い れ ば 良 く 、 必 ず し も ワ ー ク Ｗ の 対 角 線 上 に 設 け ら れ て い な く て も 良 い 。 そ し て 、
ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ ２ の 数 は 、 ３ 個 以 上 で も 良 い 。 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク Ｗ １ ， Ｗ
２ の 数 が 増 え る と 、 補 正 量 の 精 度 が 高 く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 欠 陥 検 査 装 置 の シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 欠 陥 検 査 装 置 の 処 理 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 ３ 】 検 査 結 果 の 補 正 処 理 の 詳 細 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 検 査 結 果 の 補 正 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ 　 　 　 欠 陥 検 査 装 置 （ ワ ー ク 検 査 装 置 ）
３ 　 　 　 カ メ ラ （ 撮 像 手 段 ）
１ ６ 　 　 デ ー タ 入 出 力 部 （ デ ー タ 出 力 手 段 ）
２ １ 　 　 撮 像 制 御 部 （ 撮 像 条 件 設 定 手 段 ）
２ ３ 　 　 補 正 量 計 算 部 （ 計 算 手 段 ）
Ｗ 　 　 　 ワ ー ク
Ｗ １ ， Ｗ ２ 　 　 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク （ ア ラ イ メ ン ト 用 の マ ー ク ）
Ｗ ３ 　 　 被 検 査 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(9) JP 2008-14700 A 2008.1.24



フロントページの続き

(72)発明者  大西　孝明
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス株式会社内
Ｆターム(参考) 2F065 AA03  AA06  AA12  AA14  AA17  AA20  AA37  AA49  BB02  BB27 
　　　　 　　        CC17  DD06  EE00  FF01  FF04  JJ03  JJ26  NN02  QQ25  QQ38 
　　　　 　　        RR05 
　　　　 　　  2G051 AA42  AA90  AB02  AC21  CA04  DA07  DA09  ED23 

(10) JP 2008-14700 A 2008.1.24


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

